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全国より 36%，女子では府下より 33%，全国より 24%も高くなっている口
昭和50年における 35~49才の訂正死亡率を，大阪市・府下・全国別にみると，人口10万に対して，
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2. 死因別にみると 大阪市では おもな死因の多くで死亡率が府下や全国より高くなっているが，
とりわけ，全結核，肝硬変，自殺などの死因では， この差が著しい。
3. 地理的分布をみると，大阪市内で中年期の死亡率が高いのは，男子では臨海工業地域とその隣接
地域，女子では商業地域となっている。
4. 中年期の死亡率と社会的因子との関連をみると，男子の死亡では，生活，家族関係，就労の悪化，
女子では家族関係の悪化を示す諸指標との聞に高い相関がみとめられる。
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論文の審査結果の要旨
最近，大阪市など大都市住民の健康水準の低下が問題視されるようになってきている。著者はその
実態を解明するため，多くの統計資料によって，大阪市について死亡の実態を社会医学的に検討した。
その結果，大阪市では，戦前の死亡パターンの特長(若年及び高年令層における高死亡)と異なり，
中年期の死亡率が他と比較して高く，その低下が著しくおくれていることが明らかにされた。このこ
とは， 「福祉社会」の下における都市保健施策のあり方を考えるうえで重要な問題指摘であると考え
る。
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